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第6章  準備書に対する環境保全の見地からの意見の概要及び事業者の見解 

 

6.1.  住民意見の募集結果 

「奈良線第 2 期複線化事業（JR 藤森～宇治・新田～城陽・山城多賀～玉水間複線化）環

境影響評価準備書」（以下「準備書」という。）については、法第 16 条に基づき平成 27 年

3 月 2 日に準備書を作成した旨を公告し、関係市町において平成 27 年 3 月 2 日から 4 月 1

日まで縦覧に供するとともに、当社のホームページにおいて電子縦覧を実施した。あわせ

て、法第 18 条に基づき、縦覧の開始から 4 月 16 日までの間に準備書について意見を募集

した。 

その結果、意見者数は 13、意見数は 16 であり、そのうち環境の保全の見地による意見

数は 8 であった。 

今般、法第 19 条に基づき、一般意見の概要に対する事業者見解をとりまとめた。 

このうち一般からの意見数は、表 6.1-1 に示すとおりである。 

 

表 6.1-1 準備書に対する環境の保全の見地による意見数 

分類 意見数(通) 

騒音・振動 6 

景観 1 

日照 1 
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6.2.  住民意見の概要及び事業者の見解 

準備書について、提出された住民意見の概要及びそれに対する事業者見解を保全の見地

からのものとそれ以外のものに整理し、表 6.2-1 及び表 6.2-2 に示す。 

 

表 6.2-1(1) 環境の保全の見地による意見 

騒
音
・
振
動 

一般意見 事業者見解 

１ 

作業時間について、説明では 9 時から 17 時と 1

時から 4 時と聞きましたが、深夜に工事が行わ

れるのでしょうか。通常、夜は住民は睡眠の時

間と思いますので、作業しないでください。 

工事用重機械が入れない場合や

停電を必要とする作業をはじめ、安

全上の理由でどうしても列車が走

行していない終電後の夜間にせざ

るを得ない工事がございます。夜間

工事に関しては、可能な限り騒音の

発生を抑制するように対策を計画

していきますので、ご理解くださ

い。 

２ 

1)3 月 23 日宇治三室戸北集会所で説明を聞き

ました。その中の振動、騒音対策について。当

方は上記地点の線路隣接地ですが、線路を挟ん

で対面境界にコンクリート擁壁が H=3.5ｍ程あ

り振動騒音が反射して困ってます。電車が通れ

ばテレビは聞こえず電話は中断です。予測点

No12 は線路より 1～1.2m 下がった地形です。

同様に考えては困ります。工事対策では H=1.0

ｍの防音壁予定と書かれてますがこれでは全

く用を成さないと考えます。当方地形は線路と

の高低差はほぼ無しです。最低 H=2.0ｍ位の防

音吸収板等を考えて欲しい。 

2)夜間工事に於ける振動、騒音はかなり堪える

が、それ以上に作業者の話し声が響く注意して

ほしい。 

 

3)昼間工事中の笛音が体に響く。他に代わるも

のは無いのか。 

 

1)予測地点では「在来鉄道の新設又

は大規模改良に際しての騒音対策

指針について」に基づき、騒音レベ

ルの状況を現状よりも改善する結

果となっており、現時点ではお示し

の環境保全措置を講じていきたい

と考えております。なお、具体的に

は工事の実施段階においてご当地

の特情に応じた環境保全措置を相

談しながら検討していきたいと考

えております。 

 

2)施工に際しましては、作業員の会

話等をはじめ、可能な限り騒音の発

生を抑制するように、施工会社への

指導を行っていきます。 

3)列車の進来を確認する見張員が

吹いているものと思われますが、こ

れは作業員の安全を確保するため

に、列車の接近を早期に周知し線路

外に退避するための手段として警

笛を使用しております。ご理解くだ

さい。 
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表 6.2-1(2) 環境の保全の見地による意見 

騒
音
・
振
動 

一般意見 事業者見解 

２ 

 

続き 

4)風圧に於ける問題はどうなのか。 

 

 

 

 

5)問題が発生するのは測定点の 12.5mや 25mの

地点ではなく真横の隣接地だと思います。丁寧

な考えをお願いしたい。 

 1)の件は必ず確認、対策をお願いします。 

4)現状の線形に即して構築するこ

とになり、現在の線路曲線の制限速

度をそのまま受けることになりま

すので、風圧に著しい変化を与える

ことはないと考えております。 

5)工事の実施段階には、沿線にお住

まいの皆様からご意見をお聞きし

ながら、丁寧な対応に努めていきま

す。 

３ 

3 月 18 日、貴社による「環境影響評価準備書」

説明会に出席しましたが、同「準備書」には大

きな問題点があります。以下、書面で意見を述

べます。第一に、環境影響評価の土台に関わる

調査についてです。騒音について、現在の線路

の中心線から 12.5ｍの地点で調査されていま

すが、これより近くにも家屋は存在していま

す。これに関する私の質問に対して、その軒数

も「調べていない」とのことでしたが、これで

は本当に、貴社が近隣の住民のことを考えてい

るのか、大きな疑問を持ちます。この地点にお

住まいの方は、明らかに貴社が示した騒音を超

えた音量を浴びることになります。貴社は、環

境影響評価の土台として、これら 12.5ｍ以内に

位置する家屋が何軒あるかを調べ、その地点で

の音量も測定し明らかにすべきです。この点

は、前回の説明会でも指摘させていただきまし

たが、何ら改善が見られません。貴社の姿勢が

問われます。第二に、貴社は、自らの敷地内で

線を増やし複線化を実現する旨述べられまし

た。それに関わって、線路が現在の中心線から

当然両側にずれることも示されました。しか

し、ずれた場合の騒音・振動については数値を

示していません。これは、アンフェアです。線

を増やし、接近してきた分だけ距離を縮めた地

点で騒音・振動を測定すれば、数値は簡単に示

すことができます。この点、再調査と数値の公

表を強く求めます。それなしに、貴社が考える

環境アセスメント手続きでは、鉄

道騒音の測定で用いられる「在来線

鉄道騒音測定マニュアル（環境省）」

に基づき、現在の軌道中心線から

12.5ｍ、高さ 1.2ｍの地点で調査・

予測・評価することになっておりま

す。ご理解ください。なお、複線化

による家屋調査等につきましては、

個別にご相談のうえ工事の実施段

階と工事完了後に影響の程度を確

認させて頂きたいと考えておりま

す。複線化された環境保全措置を講

じない場合の等価騒音レベルの予

測値につきましては、評価書に掲載

いたします。 

また、複線化区間における市町の

生産年齢人口の将来推移は減少傾

向となっており、本事業を実施しな

ければご利用者数は減少するもの

と考えております。したがいまし

て、複線化によりダイヤの安定性や

乱れの早期収束を図ることで、現状

のご利用者数を維持したいといっ

た考え方でございます。 
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表 6.2-1(3) 環境の保全の見地による意見 

騒
音
・
振
動 

一般意見 事業者見解 

３ 

 

続き 

手段でこの程度改善されると「結果」だけ示されても、

私たちは検証も計算さえできません。再調査し数値を示

さない場合、この「環境影響評価」はその体をなしてい

ないと言わざるをえません。第三に、貴社が複線化事業

を行うにあたって、当然、増発が検討されていることと

思います。「それは明らかにできない」「具体的に決まっ

ていないから」ということですが、民間の事業者が相当

の設備投資を行うわけですから、採算は出たとこ勝負と

いうわけにいくはずがありません。貴社の複線化構想に

関して、その後の収益をどう見積もるかの経営計画は必

ず存在するはずです。その一端を明らかにしていただき

たい。周辺住民の騒音・振動に関わる被害は、1 回ごと

の数値だけでなく、頻度にも大きな影響を受けます。こ

の点を明らかにしないで、「環境影響評価」を行ったと

いう事になれば、これば誤魔化しでしかありません。こ

の点を明らかにしていただきたい。以上、貴社の「準備

書」は、私たち近隣に住む住民の立場に当たり前の形で

も立っておらず、正式な「環境影響評価準備書」として

大きな欠陥を持っています。再調査を行い、再度の説明

会・意見公募を求めるものです。 

 

４ 

3 月 23 日（月）三室戸集会所での説明会では、既に決

定してしまっている複線化の意義や橋梁の構造、工事中

の環境への影響などについて、だらだらと 40 分以上聞

かされた。中でも、環境への影響調査では「国の基準」

で測定との一点張りで、内容を理解できるものではな

く、沿線住民が知りたい切実な問題点である複線化後の

影響、即ち列車騒音や振動に加えて風圧による影響など

が報告されず、納得のいく説明会ではなかった。工事中

の騒音や振動は、工事が終わればなくなりますが、列車

が走り出せば未来永劫に亘って影響を受けるため、その

軽減策がどのように配慮されているのかが一番の問題

点なのです。 そこで以下のことを確認・要望しま

す！！ 

①三室戸地区での線路の敷設を、府道側（東側）は、少

なくとも京滋バイパス東インター付近から三室戸踏切

までの間、住宅もなく JR の空地があるにも拘わらず、

何故あえて我々の住宅側に 3 メートル近くも寄せるの 

①当該区間前後における

用地支障範囲や道路交差

箇所における桁下空頭等

の制約条件を踏まえ、影響

を最小限に配慮した線路

配置としております。 
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表 6.2-1(4) 環境の保全の見地による意見 

騒
音
・
振
動 

一般意見 事業者見解 

４ 

 

続き 

か甚だ疑問であり、大いに憤慨している点である。

「線路の配置の検討方法」の項目には、「沿線地域に

及ぼす社会的・経済的な影響面まで含めた総合的な

影響を回避、低減することに配慮しています」とあ

るが、この文言とは正反対のことをしようとしてい

る。何故なのか、全く納得がいかない！！。 

②この地域の住宅は、線路より低い位置にあり、列

車は 2 階部分近くで走行している。地上 1.2 メート

ルの地点で各種測定（ここでも国の基準）したとし

ているが、この数値は全く実態に則しておらず、役

所などへ報告するための形式だけの数値である。生

活空間での測定を実施し、実態を把握のうえ公表す

べきである。 

③現在より 2～3 ㎞／ｈのスピードアップとあった

が、列車走行時の騒音・振動はもとより、風圧によ

る影響が更に増し、住宅が大きく振動することにな

る。複線化により「時間待ちなどのないスムースな

運行が可能となる」というのなら、今以上に時間の

制約を受けずに遡行できるわけであり、逆にスピー

ドを抑えるべきではないか。それが沿線住民への配

慮であると考える。 

④騒音対策として防音壁を設置するような案があっ

たが、家の前に空間が広がっている環境なので、45

年前にこの地に住居を構えたものであり、今更、不

恰好で殺風景な防音壁などは望みません。 

⑤工事期間中は、9～17 時、1～4 時の間、月 21 日間

実施予定とあったが、毎日同一場所ではないとして

も、数日間は近隣で作業されるだろうということは

予測できます。1～4 時の作業の際には、現在でも行

われている線路補修時に、作業員の大きな声が聞こ

えます。これは絶対に避けていただきたい。人の話

し声が一番耳障りなのです。 

⑥今後も各地域において説明会が実施されると思い

ますが、今更、複線化が中止されるわけでもなし、

もっと沿線住民の生活に関わる項目に絞った有意義

な質疑の場にしていってほしい。 

②環境アセスメント手続きで

は、鉄道騒音の測定で用いら

れる「在来線鉄道騒音測定マ

ニュアル（環境省）」に基づき、

現在の軌道中心線から 12.5

ｍ、高さ 1.2ｍの地点で調査・

予測・評価することになって

おります。ご理解ください。

③予測上の列車速度は、車両

の性能を加味した最大速度に

より安全側で予測を行ってお

りますが、当該区間は現状の

線形に即して複線化すること

になりますので、スピードア

ップするものではないものと

考えております。 

④現時点ではお示しの環境保

全措置を講じていきたいと考

えておりますが、具体的には

工事の実施段階においてご当

地の特情に応じた環境保全措

置を相談しながら検討してい

きたいと考えております。 

⑤施工に際しましては、作業

員の会話等をはじめ、可能な

限り騒音の発生を抑制するよ

うに、施工会社への指導を行

っていきます。 

⑥工事に着手する前には、沿

線にお住まいの皆様の生活環

境に係わる内容を含め具体的

な工事内容について説明会を

開催いたしますので、有意義

な質疑の場となるように努め

ていきます。 
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表 6.2-1(5) 環境の保全の見地による意見 

騒
音
・
振
動 

一般意見 事業者見解 

５ 

城陽市で 2015.3.20 に説明会が行われたが、説明図

（投射映像）に不鮮明な部分が多く、かつ音声も割

れて聴き取りにくく、予備知識の少ない住民の目線

に立った説明会を次回は期待したい。複線化工事、

工事完了後の運用時、特に騒音・振動問題は、「現

状より改善」が環境省の指針となっているが、心情

的には複線化を望まない人も多い。特に、路線から

の騒音・振動の影響を直接受ける、線路に隣接する

住民に対しても、従来の騒音・振動が削減され、歓

迎される事業でなければならない。 

1)防音壁（あるいはそれ以上の防音効果のあるも

の）については、列車の騒音は数メートル離れてい

ても大差がないことから、住居が隣接する箇所（特

に新田―城陽駅間）は既設線、新設線側に関係なく、

住居の隣接する側には恒久的な防音壁等を必ず設

けて欲しい。工事中は当然のこと、複線化運用後に

おいては列車の走行回数、走行速度も増加する事を

勘案すれば、新たに加わる騒音、振動等は、精神的

ストレス、睡眠障害等の増加以外の何物でもなく、

現状でもやむなく我慢し、耐えているのが実情であ

る。施工時における「新品の軌道材料の使用」は新

設、既設線路に関係なく適用、有効と思われる最新

技術・知恵の投入を徹底して欲しい。 

2)工事・騒音も昼間と夜間では感じ方に大きな差が

有る。工事は、昼間（電車の走行時間中）が大原則、

かつ各工区はごく短時間に終わる様な作業工程、工

事区間の設定・配慮が望まれる。説明では、夜中 1

時～朝 5 時まで夜間工事も行われる様に理解した

が、夜間工事は絶対に避けて欲しい。どうしても夜

間でないと出来ない工事は作業の中断時間、17 時

～23 時位に住民の立場に立って変更すべきと考え

ます。 

特にサラリーマンの多いこの地区での夜間の騒音

は、勤労者にとっては、睡眠を妨げられる等は死活

問題、ましてや住民に健康被害が及ぶような夜間工

事は論外である。 

1)今回の複線化事業により現

状よりも線路が近寄る区間に

つきましては、恒久的な防音壁

の設置を考えております。 

また、「新品の軌道材料の使

用」につきましては、実施可能

な範囲で最適な技術を投入し

ていきます。 

2)工事用重機械が入れない場

合や停電を必要とする作業を

はじめ、安全上の理由でどうし

ても列車が走行していない終

電後の夜間にせざるを得ない

工事がございます。夜間工事に

関しては、可能な限り騒音の発

生を抑制するように対策を計

画していきますので、ご理解く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6-7 

表 6.2-1(6) 環境の保全の見地による意見 

騒
音
・
振
動 

一般意見 事業者見解 

５ 
 

続き 

3)「騒音レベルの状況を改良前より改善」と

いう環境省の指針に従った取り組みが当然

なされると思われるが、もし実現できなかっ

た場合はどう対処されるのか、今回の工事が

今後の環境問題解決のモデルケースになる

様、単に既存技術の流用だけではなく、従来

的発想を超えた徹底した改善取り組み、知恵

の結集が望まれる。 

以上は、隣接住民の意見を含めたものであ

る。 

3)複線化開業後に騒音の事後測定を

実施した結果、現状よりも改善されて

いない場合は、防音壁の嵩上げや吸音

材の設置等、適切な対策を図っていき

ます。 

 

 

 

６ 

工事計画によると、菟道出口地区では、上り

線が現軌道より 3m 強西側即ち住宅側に敷設

されます。測定地点 No.11 の鉄道騒音の予

測・評価結果では、高さ 1.0ｍの防音壁設置

を前提として現状より約 5dB 低減されると

評価されていますが、防音壁がない場合の予

測値が示されていません。防音壁の上を超え

てくる騒音が、例えば沿線住宅の 2 階でどれ

位増加するのかも評価する必要があると思

います。鉄道振動について、測定地点 No.11

の予測・評価結果では、現状（平日／休日）

57/55 に対し 59/57 で参考値の 70を下回り、

基準または目標との整合が図られていると

の評価ですが、70dB の根拠が不明です。拙

宅では現状でも列車通過時揺れを感じてい

ます。複線化により現状よりも 3m も近くを

列車が通過した場合、揺れがどれだけ大きく

なるか不安です。また揺れの原因は地盤の振

動に加え、列車の風圧も考えられますが、風

圧の影響は検討されていません。鉄道振動と

風圧による住宅の揺れに対する影響の評価

が必要と考えます。上記の如き沿線住宅への

騒音、振動の影響を考慮し、当該地区での軌

道の増設は、住宅側ではなく、府道側として

頂くよう要望します。JR 敷地に十分余裕は

あると思います。 

複線化された環境保全措置を講じ

ない場合の等価騒音レベルの予測値

につきましては、評価書に掲載いたし

ます。 

環境アセスメント手続きでは、鉄道

騒音の測定で用いられる「在来線鉄道

騒音測定マニュアル（環境省）」に基

づき、現在の軌道中心線から 12.5ｍ、

高さ 1.2ｍの地点で調査・予測・評価

することになっております。ご理解く

ださい。 

鉄道振動の参考値 70dB は「環境保

全上緊急を要する新幹線鉄道振動対

策について（勧告）」（昭和 51 年 3 月、

環大特 32 号）に基づいております。

風圧の影響につきましては、現状の

線形に即して構築することになり、現

在の線路曲線の制限速度をそのまま

受けることになりますので、著しい変

化を与えることはないと考えており

ます。 

当該地区前後における用地支障範

囲や道路交差箇所における桁下空頭

等の制約条件を踏まえ、影響を最小限

に配慮した線路配置としております。

ご理解ください。 
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表 6.2-1(7) 環境の保全の見地による意見 

景
観 

一般意見 事業者見解 

１ 

宇治川橋梁本体だけでなく、同橋梁と京阪宇

治駅との間の宇治市道との立体交差構造に

ついても、宇治市まちづくり審議会部会によ

る検討が必要である。既存の軌道敷きは橋梁

形式となっていることから、宇治橋からの視

認性を阻害しない構造、圧迫感のない構造に

ついて、また周辺景観との調和に十分配慮し

た構造について十分な検討を行うべきであ

る。 

宇治市道との立体交差構造につき

ましては、関係自治体と連携を図り

ながら、周辺景観に配慮できるよう

に検討を行っていきたいと考えてお

ります。 

日
照 

１ 

環境評価測定ポイント No9 の東側の家です。

環境保全措置＜列車の走行に係る騒音＞防

音壁の設置について、土地の境界にはフェン

スを設置しています。それに重ねるように JR

のフェンスが設置されています。防音壁が設

置されると風通し、日当たりの条件が変わり

住環境に影響が出ます。今もフェンスとフェ

ンスの間の除草が出来ないなど問題が発生

しています。※防音壁の設置は工事中だけに

とどめてほしい。 

防音壁の具体的な設置範囲は、周辺

環境や沿線にお住まいの皆様からの

ご意見等を踏まえ、今後関係機関等と

協議のうえ決定していきたいと考え

ております。 



6-9 

表 6.2-2(1) 環境保全の見地以外の意見 

事
業
計
画 

一般意見 事業者見解 

１ 

3 月 18 日（水）、桃山での一般説明会を受け、皆から広く

御意見を募集しますとのことで、まだ可能性がありそうと

感じましたので、意見を出すことにしました。京都市伏見

区桃山町（泰長老および鍋島で、JR 桃山駅から 5 分以内に）

に昭和 55 年から約 40 年間住んでいます。奈良線の複線化

は当時から望んでいましたが、すぐ近くに京阪電鉄と近畿

日本鉄道が走っていることもあり、また、昭和 60 年に JR

桃山駅が無人化になるなど、時代の流れであきらめていま

した。説明会の冒頭で、輸送力のアップを目指すものでは

ないことの話がありましたが、なんらかの障害により、列

車ダイヤがみだれることを回避できる意味では、複線化は

良いことに決まっています。沿線住民も、それなりの思惑

がありそうで一概に賛成でないことがわかりました、すな

わち既存の物を改修することは、大変な事業であるのだと

気が付いたところです。 

標題：人が住みやすい町（街）環境（高齢化が進んできた

ことが第一かな？）を整える、JR 桃山駅を利用しやすいよ

うに！意見：京都市では，交通バリアフリーの指針として，

「「歩くまち・京都」交通バリアフリー全体構想」を策定し，

バリアフリー化を重点的かつ一体的に推進するとのこと、

であるならば「人にやさしい！（今後特に高齢者が増える

であろうことから，率先して考え直してはいかがでしょ

う）」駅の利用構造を検討されてはどうですか？以下意見で

入力していることが全て良いとは考えていません、人それ

ぞれの考えがあることは承知しており、何かの機会に、結

果としてなぜそうなったのかを報告していただきたいとこ

ろです。大きな構造物（例えば、エレベータは、それなり

の維持経費がかかるはず）を造らず、人の動線（人的な人

の移動）を考え直してはどうでしょうか？メンテナンス、

維持費も含め、長い目で見てはどうか？1 時間に片側 8 本

程度の電車本数であり、今で言う、費用対効果を考えると、

エレベータよりも、人の平行移動の方が良いのではないで

しょうか？登り降り（上り下り）のない、平面構造とする、

例えば、大手筋側の現踏切附近に出入り口（改札口）を設

けるのも一案でしょうか？思い起こせば、JR（国鉄？）桃

山駅は昭和 60 年頃まで、ホームが低く（電車ではなく列車

だったことも要因）、ホームの一部が切ってあって、そこを

桃山駅についても、

安全や利便性に配慮

した設備となるよう、

頂戴いたしました貴

重な意見は今後の参

考にさせていただき

ながら、バリアフリー

等の計画を検討して

いきます。 
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表 6.2-3(2) 環境保全の見地以外の意見 

事
業
計
画 

一般意見 事業者見解 

１ 

今でも、京阪電鉄では、観月橋駅、墨染駅、伏見稲荷

駅は、違った状態ですが考えとしてはそのような構

造・理念です。 

① 安全を確保するため、ホ―ム（人）と線路（車）

を一時的に隔離させるため、遮断機を設置する。 

② ホ―ムへの移動は、階段又はスロープとする。併

設もあり。 

③ 現在の構造物（結構、邪魔なもの（景観の妨げ）

と思っている）、わたり橋を撤去する。 

追伸：動線をできるだけ短く、と思います。健常者（良

い言葉かどうか疑問あり）であっても、なぜ、こんな

に上り下りしなくてはいけないのか？、これが私の原

点です。弱者（歩行者など）が、なぜこんなに重労働

をしないといけないのか、京都市が目標とする「歩く

まち」の現状を、弱者の立場に立って考えていただき

たいのです。（余談：たまたま、JR 桃山駅は高架軌道

ではなく、道路と同じレベルの軌道敷きであるからに

ほかなりません。高架軌道であれば、いきおい EV 等

設置にならざるを得ない。） 

 

２ 

桃山駅のバリアフリー化は、平成 35 年までは遅い。

出来ることから早く着手してほしい。 

関係自治体と連携を図り

ながら、可能な限り早期着

手に努めていきます。 

３ 

平成 27 年 3 月 23 日（月）菟道公民館にて初めて JR

の方の説明を受けました。一通りの意見を聞きました

が、皆さんそれぞれに悩みがあるのが解りました。私

はくれぐれも事故のない様に色んなシュミレーショ

ンや過去のデータを交えて解りやすく丁寧に説明さ

れる事を望みます。又、私は黄檗・宇治間に新駅がで

きるのかと思ってました。新駅ができるともっと皆さ

ん前向きになるんではないでしょうか？ 

今回の複線化事業の主目

的は、安全安定輸送を目指

して輸送品質を向上させる

ことであり、新駅の計画は

ございません。 

４ 

複線化に伴う道床の線路の配置について木幡～黄檗

は、既設線路を利用することになっていますが、既設

線路の東に位置するレールが下り線の右側線路とし

て利用されて東側に下り線の左側線路が敷設される

と考えてよろしいですか。 

既設レールの再利用につ

きましては、現時点では未

定でございますが、 

可能な限りレール頭頂面が

平滑な状態に維持されるよ

うに努めていきます。 
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表 6.2-2 (3) 環境保全の見地以外による意見 

事
業
計
画 

一般意見 事業者見解 

５ 

弥陀次郎川は平成 24 年 8 月 14 日の局地豪

雨により決壊や溢水が起こり木幡地区を始

め周辺地区に死亡事故を含む家屋の倒壊や

床上、床下浸水等の多大な災害が発生しま

した。この災害は弥陀次郎川が欠陥河川（上

流域の川幅は広く深いが、中流下流が狭く

浅い）であることに起因するものです。し

たがって上流側からの漂流物（流木等）が

橋梁桁にかかり溢水が生じ周辺地区に被害

が及んだものです。特に、府道 7 号線橋梁

及び、JR 奈良線橋梁では漂流物の堆積が大

きく周辺家屋への影響は甚大でありまし

た。従って弥陀次郎川の改修にかかる請願

書を京都府及び宇治市に提出し、現在、計

画は進行中です。今後、弥陀次郎川の橋梁

計画時には上記の問題点を十分に勘案され

るようご配慮をお願いするものです。 

頂戴いたしました貴重なご意見は

今後の参考にさせて頂きながら、弥

陀次郎川の河川改修の計画を引続き

関係行政と検討していきます。 

土
地
利
用 

１ 
生活道路は現状のまま絶対に維持して下さ

い。（深草大亀谷万帖敷町） 

頂戴いたしましたご意見に配慮し

ながら、計画を進めていきます。 

２ 

防音壁が設置されると、住宅地にある側溝

の雨水排水 JR で行き止まりになります。 

※道床脇を通って排水されている現状を維

持してください。 

線路側溝については、流末処理ま

で含めて今回の複線化にあわせて整

備していきたいと考えています。 

３ 

・用地の買収などは有りますか 

・現有の用地内での複線化でしょうか 

・工事に係る説明はいつごろ予定されてい

ますか 

今回の複線化事業に伴い、一部用

地買収が発生する箇所もございま

す。具体的な規模等につきましては、

個別にご相談させて頂きたいと思い

ます。また、工事の説明会は、ご当

地において工事を着手する前に行う

予定としております。 
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6.3.  準備書についての京都府知事意見及び事業者の見解 

準備書に対する京都府知事意見とそれに対する事業者の見解を次に示す。 

 

 (1) 全般的事項について 

京都府知事意見 事業者の見解 

本工事の資材運搬車両は、事業実施区域周

辺の主要道路における交通量に比べ、十分

に少ないものの、その工事区間は広範囲に

及び、工事期間は長期間にわたるものとな

ることから、工事実施場所及び工事関係車

両の通行ルート周辺の環境保全のため、低

公害型の車両の選定や、走行ルートへの配

慮等、必要な環境保全措置を実施するこ

と。また、工事の実施に際しては、あらか

じめ、周辺住民に対して工事内容や期間に

ついて周知及び説明を行い、住民からの意

見についても配慮すること。 

本工事で使用する資材運搬車両に当たっては、低

公害型の車両の選定や走行ルートへの配慮等、必要

な環境保全措置を実施するように努めます。また、

工事を実施する前には、周辺住民に対して走行ルー

トをはじめ工事内容や期間について丁寧な説明を

行い、住民からの意見にも配慮します。 

浮遊粒子状物質、騒音及び振動について、

工事中の調査を実施すること。また、予測

を上回る影響が確認された場合には、必要

に応じて新たな環境保全措置を講じ、環境

負荷の低減に努めること。 

工事に伴い沿線の生活環境に著しく影響を与え

る恐れがある場合については、工事中の粉じん等、

騒音及び振動調査を実施します。また、調査の結果、

予測を上回る影響が確認された場合には、必要に応

じて新たな環境保全措置を講じ、環境負荷の低減に

努めます。 
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今後、事業の実施に当たり、予測の前提と

なった条件（列車車速度、列車本数等）が

具体化する中で、環境影響が予測を上回る

可能性がある場合には、供用前までに調

査・予測・評価を実施し、必要な場合は環

境保全措置を講じること。また、その他環

境に影響を及ぼす新たな事実が判明した

ときは、速やかに府及び関係市町に報告す

るとともに、適宜、専門家の指導、助言を

受けた上で適切な措置を講じること。 

 

列車速度や列車本数等の前提条件が具体化する

中で、環境影響が予測を上回る可能性がある場合に

は、供用前までに調査・予測・評価を実施し、必要

な場合は環境保全措置を講じます。また、その他環

境に影響を及ぼす新たな事実が判明した際は、速や

かに府及び関係市町に報告するとともに、適宜、専

門家の指導、助言を受けた上で適切な措置を講じま

す。 

車両の省電力化や騒音・振動の低減等、環

境への影響をより低減するような研究・開

発を行い、その成果の積極的な導入に努め

ること。 

 

車両の省電力化や騒音・振動の低減等、環境への

影響をより低減する技術については、今後の技術開

発等の進展に応じて、その成果の導入に努めます。
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 (2) 個別事項 

  ①騒音・振動 

京都府知事意見 事業者の見解 

「在来鉄道の新設又は大規模改良に際し

ての騒音対策の指針について（平成７年環

大一第 174 号）」に基づき、列車走行に伴

う「騒音レベルの状況を改良前より改善す

ること｡」を確実に実施し、環境保全措置

の設定について、振動も含めて、事業者が

実行可能な範囲内でできる限り環境への

影響を回避・低減しているかについて評価

し、記載すること。 

「在来鉄道の新設又は大規模改良に際しての騒

音対策の指針について（平成 7年環大―第 174 号）」

に基づき、列車走行に伴う「騒音レベルの状況を改

良前より改善すること」を確実に実施します。 

また、鉄道騒音に係る環境保全措置の設定につい

て、事業者の考え方を記載し、回避・低減に係る評

価を行いました。（騒音 P8-2-107） 

なお、鉄道振動の低減には主要因であるレール転

動部分の発生源対策が重要と考えており、新品の軌

道材料（レール、バラスト）の使用を基本とするこ

と及び供用開始後の適切な維持管理を実施するこ

とを記載し、回避・低減に係る評価を行いました。

（振動 P8-3-25） 

予測地点及び予測地点以外の場所での、防

音壁等の騒音・振動に係る環境保全措置の

決定に当たっては、騒音等の増加の要因と

なる車両速度、路線構造の変化、住居等の

近接度合いなどを踏まえて検討し、検討し

た保全措置の内容、効果及び景観や日照に

与える影響について周辺住民に示した上

で、合意形成を図ること。また、学校・病

院等、特に環境保全上の配慮が必要な施設

については、その設置者との合意形成を図

った上で措置の内容を決定すること。 

予測地点及び予測地点以外の場所での防音壁等

の騒音・振動に係る環境保全措置の決定に当たって

は、騒音等の増加の要因となる車両速度、路線構造

の変化、住居等の近接度合いなどを踏まえて検討

し、検討した保全措置の内容、効果及び景観や日照

に与える影響については、工事の実施前に沿線住民

に対して丁寧な説明を行い、合意形成を図ります。

また、学校・病院等、特に環境保全上の配慮が必要

な施設については、その設置者との合意形成を図っ

た上で措置の内容を決定します。 

防音壁等の環境保全措置を講じない場合

の鉄道騒音予測結果は、住民が防音壁の設

置の要否を検討する際に有用な情報とな

ることから、評価書に記載すること。 

防音壁等の環境保全措置を講じない場合の鉄道

騒音予測結果を評価書に記載しました。（騒音

P8-2-102～P8-2-104 参照） 
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「最大騒音レベル」は、列車のすれ違いな

どによる影響がよく反映され、わかりやす

い指標であるため、評価書に記載し、その

結果を踏まえて、事業者が実行可能な範囲

内でできる限り環境への影響を回避・低減

しているかについて評価し、記載するこ

と。 

最大騒音レベルについても、等価騒音レベルと同

様に、環境保全措置を講じない場合の予測値を評価

書（資料編）に追記しました。また、具体的な記載

箇所については、評価書（本編）にも追記しました。

（騒音 P8-2-102～P8-2-104 参照） 

夜間作業については、周辺住民の生活環境

の保護の観点から、極力避けることとし、

安全上の理由等により、やむを得ず行う場

合においては、可能な限り騒音・振動の発

生を抑えるよう配慮すること。 

 

工事は昼間を基本としますが、線路内で工事用重

機械を使用する場合や停電を必要とする作業をは

じめ、安全上の理由等で夜間作業となる工事につき

ましては、低騒音・低振動型の建設機械の積極的な

利用等により、可能な限り騒音・振動の発生を抑え

るよう配慮します。 

 

鉄道騒音・振動による環境への影響の低減

を持続させるため、レール削正や車輪転削

等の維持管理を適切に実施し、周辺住民か

らの苦情等には適切に対応すること。 

鉄道騒音・振動による環境への影響低減を持続さ

せるため、レール削正や車輪転削等の適切な維持管

理を実施します。また、周辺住民からの苦情等につ

いても適切な対応に努めます。 

鉄道騒音・振動の事後調査を適切な時期に

実施し、環境影響が予測を上回る場合は必

要な環境保全措置を実施すること。 

鉄道騒音・振動の事後調査は、事業が完了した段

階の適切な時期に実施し、その結果を踏まえ、指針

等に基づく必要な環境保全措置を実施します。 

 

  ②水質 

京都府知事意見 事業者の見解 

宇治川橋梁工事をはじめ、工事の実施によ

り発生するおそれのある濁水の処理につ

いては、公共用水域の水質への影響を低減

するため、必要に応じ排水処理施設を設置

し、維持管理を適切に行うこと。 

工事の実施により発生するおそれのある濁水の

処理については、必要に応じ排水処理施設を設置

し、維持管理を適切に行います。 
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  ③景観・生態系について 

京都府知事意見 事業者の見解 

世界文化遺産である平等院及び宇治上

神社に近い宇治川を渡河する橋梁は、地域

のシンボル的な景観の重要な要素となる

ことから、構造・色彩等の詳細な内容につ

いて、専門家等の意見を聞きながら慎重に

検討すること。 

宇治川を渡河する橋梁の構造や色彩等の詳細な

内容については、「宇治市まちづくり審議会部会」

の委員等の意見を聞きながら、引き続き検討を行い

ます。 

調査地点 No.1(桃山御陵周辺）において

は、擁壁の設置により、身近な眺望点から

の景観への影響が予測されているため、擁

壁の緑化や周囲の景観に配慮した素材・色

彩の選定等の具体的な環境保全措置を検

討し、地域住民との合意形成を図ること。

擁壁の設置による眺望景観については、予測結果

を準備書に記載のうえ、住民説明会で説明しました

が皆様からのご意見は特にありませんでした。今

後、環境保全措置に係る検討内容について、工事の

実施段階で改めて地域住民へ説明を行い、合意形成

を図ります。 

沿線の草地については、景観資源として

の価値を有し、生態系を保全する上でも重

要なものとなる可能性があることから、事

業実施に伴い、安易に減少させることのな

いように配慮するとともに、適切な維持管

理に努めること。 

 

沿線の草地については、事業実施に伴い、必要以

上に減少させることのないように配慮するととも

に、適切な維持管理に努めます。 

 

  ④廃棄物等について 

京都府知事意見 事業者の見解 

工事で発生する廃棄物については、発生量

の低減・再使用・再資源化に配慮した上で、

廃棄物処理法に基づき適正に保管及び処

理し、発生土については他工区で再使用す

るなど適切な処理計画を作成すること。 

工事で発生する廃棄物等については、関係法令に

基づき適切に処理を行います。また、工事着手に先

立ち作成する「再生資源利用促進計画書」に基づき

発生量の低減・再使用・再資源化に努めます。 

 

 

 


